
 
 

ポリファーマシー対策に関する 
厚生労働省モデル事業・中間報告会 

  
昨年 4月、厚労省が公募した、地域での「ポリファーマシー（多剤処方）対策」をテーマにしたモデル

事業に、当協会の企画が採択されました。今回、その事業の一環として、中間報告会を開催いたします。 
第一部は徳田安春先生の講演、第二部は、医師・薬剤師によるディスカッション「多剤処方の現況と対

策」をお届けします。当協会で、現在進行中のお薬手帳を活用した医薬連携による「ポリファーマシー対
策」事業についても併せてご紹介する予定です。 
ポリファーマシーに興味をお持ちの医師・薬剤師の先生方のご参加を心よりお待ちしております。 

 

日 時：2月 27日（月）19：30～21：10 
形 式：協会会議室および webライブ配信 
対 象：医師・歯科医師・薬剤師・医療機関スタッフ 

 
＜タイムテーブル＞ 

19：30～ 開会 湯浅章平氏（協会副理事長／章平クリニック院長） 

19：35～  講演（45分） 司会：山下晃平氏（協会学術部員／北久里浜脳神経外科院長） 

 「処方カスケードと副作用」 

徳田 安春氏（群星沖縄臨床研修センター長） 

20：20～  話題提供（20分：5分×4） 司会：鈴木悦朗氏（協会副理事長／日横クリック院長） 

「ポリファーマシーに対する取り組みの現状と課題」 

①病院薬剤師 山野 惣平 氏（横浜労災病院薬剤部・副部長） 

②薬局薬剤師久保田 充明氏（横浜市薬剤師会副会長／カワセ薬局） 

③街の開業医川口 千佳子氏（協会学術部員／せやクリニック副院長） 

④街の開業医 東  浩介  氏（協会学術部／新吉田医院院長） 

  パネルディスカッション（25分） 

21：05～ 閉会 徳山隆之氏（協会学術部員／権太坂クリック院長） 
 

＜お申込み＞  ※感染状況により web限定になる可能性もございますので、ご承知おきください。 

① web で参加 

下記 QR コードより
お申込み下さい 

 

② 協会会議室 で参加 

 ※下記を記入し、FAX（045-313-2113）へご返送下さい 

参加者名 職種 

  

医療機関名 電話番号 

  

 

2023年 2月 1日 
担当：学術部 
電話：045-313-2111 

参加費 

無料！ 

当会は県下の開業医師・歯科医師 6400名の団体です。当案内はご協力いただいた薬剤師会様より、お送り頂いております。 


